
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この度、プログラムの一環として Om-net メンバーの希望者が２月８日（月）に、野菜加工の企業へ見学に

行きました。その時の感想を参加されたメンバーにインタビューしてみました。 
 

Q１．見学に行こうと思ったきっかけは何でしたか？ 

Ａ：スタッフからの誘いや、自分にとってプラスになるため。 
 

Q２．見学をして、行ってみたい作業は何でしたか？ 

Ａ：キャベツを中華包丁で裁断する仕事や、段ボールのテープはがしと組み立て等。 
 

Q３．一番の収穫は何でしたか？ 

Ａ：企業見学の大切さや、ハラール認証 （イスラム教の戒律
かいりつ

に則
のっと

って調理・製造された 商品） 

についての動向を知る事ができた事。 
 

Q４．また、見学したい企業はありますか。それはどんなところですか？ 

Ａ：接客や飲食店関係の就労継続支援A 型事業所や、外国との取引が多い輸出入の商社。 
 

企業の見学に行かれたメンバーは、とても貴重な経験をしたようですね。私もOm-netで就労に必要な力を

付けながら、次のステップに進める様に興味のある業種の企業見学の機会があれば是非参加してみたいです。 

※ハラール認証【［日本ハラール協会（ＵＲＬ：http://www.jhalal.com/）］〕を参照】       （記事：K） 

 

 

 

現在 Om-netでは、ポエムが流行中です。一人が書きはじめたのがきっかけで、他のメンバーさんのスイッチが

入り流行る様になりました。今回は多数の応募の中から選考しました。二つの作品は、春を意識した作品になっ

ております。ご覧いただければ幸いです。  
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グループ 

就労支援センター 

Om-net（おむ・ねっと） 

春になると、旅立ちの季節になる。 

出会いと別れをくりかえし、人は成長していく。 

春は、生き物が目を覚ます時期になる。 

草花の香り。新しい生命
いのち

の誕生。全国各地で桜が開花していく。 

散りゆく桜は、ピンクのじゅうたんのごとく 麗
うるわ

しい。 

花見は色々な人を囲みながら楽しむ姿は、微笑
ほほえ

ましい。 

春はメロディーを口づさみたくなる。 

暖
あたた

かな光を浴びて歩きだそう。新しい季節と共に。 

「生命
いのち

」とは・・・「人生」とは何なのか？ 

「生命
いのち

」とは「生きる命」と書いて「生命」と詠み、 

「人生」とは「人が生きる」と書いて「人生」と詠む。 

「生命
いのち

」とは花の如
ごと

く、 儚
はかな

きものであり 

そして何よりも、かけがえのない大切なもの。 

「人生」とは人間の生きる道 標
みちしるべ

。 

この地球
ほ し

に生まれ住む者達全てに生きる 証
あかし

「生命
いのち

」があり、 

人々はその中で幾度
いくど

となく出逢いと別れを繰り返し、 

愛情や友情を 育
はぐく

み、絆を繋
つな

げ「人生」を歩く。 

前へと進もう、その先にある希望の「光」へ向かうために。 

 

 ★会社見学へ行ってきました 

 

※ 

 

http://www.jhalal.com/


  印刷工房おむ・ねっと  …からのお知らせ 

いつもお世話になっております。 

本年度も残すところあとわずかとなりました。 

毎年のことながら春は別れを惜しみ出会いに喜ぶいろいろな感情が入り混じる時期ですね。 

現在、印刷工房おむ・ねっとでは、そんな新しいスタートへ向けて転勤転居ハガキ印刷・名刺印刷を随時承って

おります。 

私共も一つひとつの出会いに感謝し精進してまいります。 

皆様からのご注文お待ちしております。                  （記事：妖怪！マスク BJ？） 

 

 

  

皆さんは『管
くだ

狐
ぎつね

』と言う妖怪を御存知でしょうか？ 

『管狐』とは、中部・東海・東北地方などに言い伝わ 

る狐
きつね

憑
つ

きの一種であり、飯
い

綱
づな

、飯
い

縄
づな

権現
ごんげん

とも呼ばれ 

ています。その名の通り、竹筒に入る程でマッチ箱く 

らいの大きさ。おおよそ 75匹にまで増え、中部・東 

北地方の霊能者や信州の飯
い

綱
づな

使いなどが持っており、 

通力
つうりき

を具
そな

え、占術
せんじゅつ

などに使われています。 

『管狐』は主人の「使う」と言う意図
い と

の元に 

行動する事が特徴とされているそうです。 

（Wikipedia『日本の妖怪一覧』より引用） （記事：AYA） 

 

 

      土肥
ど ひ

 衛
まもる

さん 
☆年齢       22歳 

☆出身地      安平
あ び ら

町 

☆ご趣味      ゲーム(リズムゲーム等) 

☆好きな食べ物   キムチ鍋 

☆好きな芸能人   藤原竜也 

 土肥さんはフレッシュで明るい方。場を和
なご

ますムードメーカーさんです。 

 これからもよろしくお願いします。                        (記事：Kame) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
社会福祉法人 せらぴ  就労支援センター Om-net(おむ・ねっと) 

所在地: 〒066-0027  北海道千歳市末広 4 丁目 1 番 13 号 

TEL: 0123-25-6539  e-mail: om-net1363@therap.or.jp 

FAX: 0123-25-6613  Web: http://www.therap.or.jp/omnet 

☆お問い合わせ・見学のご相談等は、こちらへお気軽にどうぞ！ 

まだまだ未熟な点、目立つか

と思いますが、一生懸命がん

ばります。 

よろしくお願いします。 

編集後記 

・今回はインタビューの記事をまとめるのに苦労しました。ぜひご一読下さい（K） 

・お手伝い出来なくてごめんなさい（iro） 

・今回の妖怪記紹介記事はいつもより資料が少なく、記事の作成に悪戦苦闘してしまいました。（AYA） 

・皆さん春ですね。何か新しいことにチャレンジするのもいいですね（Kame） 

・今回のポエム記事は、初めて公募しました。是非ご一読下さい。(さすらいの詩人) 

・相変わらずな感じで進められましたよー！！！❤（妖怪！マスク BJ？） 

世の中には慣習、風習、風土、文化が沢山あり、今迄

に習得した常識
じょうしき

・思考
し こ う

・言語は一歩外に出れば、全て

通じないと考察
こ う さ つ

・考究
こうきゅう

して実行する必要があります。 

従って、コミュニケーションとは、多様な思考・言語

がある想定で今までの常識・思考・言語が全て通じな

い中でいかにその違いを理解して生きるか？ 

上記の違いの理解こそコミュニケーション能力ではな

いだろうか？ 

（記事：Ghost,Skeleton K） 

Ghost
ゴ ー ス ト

,Skeleton
ス ケ ル ト ン

 Kの呟
つぶや

き 

 多言語：多文化 

 

AYAの 妖怪小屋 


